
ライオンズクラブ国際協会は世界209の国または地域、133.8万人のメンバーを擁する世界一の奉仕団体です。

ライオンズクラブ国際協会330-B地区
（神奈川県・山梨県・伊豆大島）

http://www.lions330-b.gr.jp/

2024～2025年度

LIONS CLUBS INTERNATIONAL DISTRICT 330-B JAPAN

●
第
１
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
よ
り

●
メ
ル
ボ
ル
ン
国
際
大
会
に
て

ガバナーテーマガバナーテーマ

取り戻そうライオンズの魅力！残そう未来へ足跡を！取り戻そうライオンズの魅力！残そう未来へ足跡を！



上石田ベース本　社

63



1
2
5
6
8
15

16
17

18

24

ガバナーズメッセージ
第1回キャビネット会議 
キャビネット事務局開所式
委員会構成表
第106回メルボルン国際大会
横浜ポートヒルLC
結成50周年飛翔例会
新入会員ご紹介
Step Forward支援金を
活用して
•茅ヶ崎オーシャンLC

クラブレター
•横浜泉LC•伊豆大島LC
•横浜鶴見西LC
•茅ヶ崎グリーンLC•寒川LC
•藤沢湘南LC•北杜LC

編集後記

2024～2025年度

国際会長テーマ

国際会長

ファブリシオ・オリベイラL

足跡をしるす

MAKE
YOUR
MARK

　330-B地区の皆様、日々奉仕活動にご協力を賜り誠にありがとうございます。
また、今期クラブ会長や地区役員となりました皆様のご活躍を祈念申し上げます。
　さて、第1回キャビネット会議も終了し、無事今期キャビネットの活動をスタ
ートすることができました。既にご存知のとおり、ライオンズクラブ国際協会は
2027年までに会員数を150万人にするという「ミッション1.5」が昨年度から
スタートしております。これは、奉仕活動の担い手を増やし、奉仕の数を増やすこ
とを目的としています。
　しかし、当地区における会員情勢は6年連続の純減、累計で約マイナス1,000
名と大変厳しく、まさに、今期のサブテーマである「もう待ったなし、会員増強」
の状況です。各クラブの皆様も将来のライオンズクラブのことを思い、会員拡大・
増強の行動をとっていきましょう。
　まずは、お知り合いの方を一人誘ってみてください。
　ライオンズクラブは招請した方だけが入会できますので、入会のアプローチをす
ることからスタートしてみてください。そして、ライオンズの本丸である奉仕活動
の充実を図っていきましょう。
　これより、ガバナー公式訪問および小会議で各地区を訪問させていただき、クラ
ブ会長・幹事とガバナーテーマおよび魅力を取り戻すためのアクションプログラム
の推進についてじっくりお話をさせていただきたいと思います。また、公式訪問を
通じてクラブメンバーの皆様にもお伝えしたいと思います。
　ライオンズクラブは、クラブが主役です。クラブが元気になるようしっかりサポ
ートしていきたいと思いますので、今期１年間よろしくお願い申し上げます。

ガバナーテーマ

第60代地区ガバナー

（6R-1Z　小田原白梅LC）

L　倉　田　雅　史

取り戻そうライオンズの魅力！
残そう未来へ足跡を！
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300名の会員増強となりますので、よ
ろしくお願いします。ライオンズクラ
ブは、クラブが主役ですからクラブが
元気になるようにキャビネット運営を
していきたいと思っております。今期
1年間、クラブが主役で『We Serve』
で、皆様と一緒に盛り上げていきまし
ょう」と力強く意気込みを語られた。
　取材：地区ニュース

副委員長　L野田　　覚

　次に伏見 龍元国際理事より挨拶があ
り「倉田ガバナーのサブテーマ『もう、

山和也キャビネット筆頭副幹
事の司会で、森川吉孝第1副

地区ガバナーの開会宣言から始まり、
国歌およびライオンズヒム斉唱、続い
て物故ライオンと献眼提供を行って
いただいた方々への黙祷、ライオンズ
の誓いを行った後で構成員を動画で
紹介した。
　続いて倉田雅史地区ガバナーは挨
拶で「本日は大変暑い中お集まりい
ただきまして誠にありがとうござい
ます。第60代330-B地区ガバナー
に就任いたしました、小田原白梅LC
所属の倉田雅史です。1年間どうぞよ
ろしくお願いいたします。6月25日
にメルボルンの地で石田前地区ガバ
ナーよりエレクトリボンを外してい
ただき、怒濤のような1か月が過ぎ
ようとしております。資料を作る仕事
であったり、組織体制だったり、歴
代ガバナーの皆さんはやられてきた
のだなと改めて尊敬の念を抱いた次
第です。また複合地区役員の皆さん
におかれましては大変申し訳ない部
分がございます。A地区のガバナーが
不信任という事態になりまして、今C
地区と私、そして議長の3人で複合
地区の運営をしているところです。8
月22日の第1回全体会議を目標に構
成していまして、役員の皆様へのご案
内が遅れましたことをお詫び申し上
げたいと思います。今、国際本部で
は『ミッション1.5』 2027年まで
に150万人に会員を増やそう、奉仕
の手を広げましょう、ということを
盛んに言われています。今期のガバナ
ーテーマも『取り戻そうライオンズ
の魅力！残そう未来へ足跡を！』、サ
ブテーマの方でははっきり『もう、待
ったなし会員増強』ミッション1.5と
させていただいております。今期の
地区方針の発表のお時間をいただい
ていますので詳しくはその場でお話
しますが、B地区も残念ながら6年連
続の純減となっており、負のスパイ
ラルより抜け出せていない状況です。
この状況を脱却するためにも、魅力あ
る奉仕活動を行うための会員増強に
取り組んでください。ライオンズは
招請がなければ入会できませんので、
地区役員の皆様が先頭になって、まず
1人の入会を頑張っていただければ

待ったなし会員増強』ミッション1.5
を持ち前の元気さをもって、ぜひ達成
していただきたい。また皆様もガバナ
ーの意図する所を十分おくみ取りいた
だき、今期1年間活動してほしい」と
話された。
　引き続き伏見元国際理事より石田真
一前地区ガバナーに対し、国際会長か
らの感謝状が手渡され、櫻井貴裕LCIF
日本事務局・複合地区コーディネータ
ーへはMJF累計500回のアワードピ
ンが贈呈された。

立

第1回キャビ ネット会議開催ネット会議開催第1回第1回第1回第1回第1回第1回第1回第1回第1回第1回第1回第1回第1回第1回キャビキャビキャビキャビキャビキャビキャビキャビキャビキャビキャビキャビキャビキャビ
7月24日（木）14時から横浜  ロイヤルパークホテル宴会棟3階にて

●国際会長感謝状を拝受する石田前ガバナー・名誉顧問会議長
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幹 事 報 告
　大滝靖生キャビネット幹事から今後
の国際大会の日程と開催地について、
第107回メキシコシティ（2025年）
開催と第108回アトランタは香港に
変更された（2026年）との報告があ
った。また、今期国際大会において提
出された国際会則および付則改正案は
1・2項共可決されたことが公式通達
された。会員動静はB地区3,281名、
LCIF寄付額521,698ドル、角膜提供
者、物故者の報告の後、6月11日～6

　石田前ガバナーは挨拶で「倉田ガバ
ナーは精力的で疲れを知らないように
見えますが、メンタル的には非常に疲
れている面があると思う。どうかガバ
ナーの心に寄り添った活動をしていた
だきたい」と語られた。
　続いて、倉田ガバナーより石田前ガ
バナー、出川渓二前キャビネット幹事、
谷井弘樹前キャビネット会計の前期3
役へ記念品の贈呈があった。
　取材：地区ニュース

副委員長　L田中　準二

月21日に各ブロックにおいて会長会
議が開催されたこと、大願成就祈願祭
が報徳二宮神社（小田原）で、事務所
開所式、会計監査および新旧キャビネ
ットの引き継ぎが事務局で行われた
との報告があり、相模原グリーンLC
の解散が追記として報告された。今
後のキャビネットの予定とガバナー
公式訪問日程、夏季休暇日程等の連
絡で幹事報告は終了した。

前 期 会 計 報 告
　谷井弘樹前キャビネット会計から
「統括報告に各会計が載っています。
前期繰越金に収入済額を加え、支出
済額を差引いたものが次期繰越金で
あり、財産目録上の残高と合致して
いる」。科目説明に入り、「運営費収
支会計は賀詞交歓会、懇親会に大勢の
皆様が参加してくれたおかげで登録
料の余剰金を雑収入に入れてありま
す。支出の部は、事務局のパソコン
を更新しましたがトータル的に予算
内でした。地区ニュース会計、スマ
イルの広告料が会費を抑えています。
広告料に協力いただきました皆様あ
りがとうございました。スマイル発
送に関して事務局員、副幹事団の皆
様のご協力を賜り発送費を切り詰め
予算内で収めることができ、繰越金
も若干の減少に抑えることができま
した。地区年次大会会計の支出の部
では、懇親会登録料、懇親会費を収
入、支出に追記されているので予算
に対して多くなっていますが実際は
収まっています」。アクティビティと
して「稚魚の放流、イングリッシュ･
スピーチ･コンテスト、パラ&ユニス
ポーツの開催、ボッチャの寄贈、日
本赤十字、YCE、いのちの電話へ寄
付を実施。稚魚の放流にはLCIF地区
シェアリング交付金に申請し収入に
計上させていただきました。IT・PR
会計、予算内に収まりました。YCE
会計、活動は再開されましたが前期
の支出は少なかった。薬物乱用防止
教育会計、各リジョンに新しい標本
を送った。他の会計は例年と同じと
なっていますのでご確認ください」と
の報告があった。
　平野孝夫会計監査より前期会計監
査報告として「7月12日キャビネッ

第1回第1回 キャビキャビ ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催
7月24日（木）14時から横浜  ロイヤルパークホテル宴会棟3階にて

●MJF累計500回のアワードピンを拝受する
　櫻井330複合地区LCIFコーディネーター

●
幹
事
報
告
を
す
る

　

大
滝
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事

●
前
期
会
計
報
告
を
す
る

　

谷
井
前
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計

3



●今期の会計について説明する
　秋山キャビネット会計

●閉会の挨拶をする
　内藤第2副ガバナー

に、以下の者を指名したくその承認を
求めます。
2R-1Z 横浜リバティLC　大垣 建一L
4R-1Z 川崎臨海LC　　　谷井 弘樹L
10R-3Z 韮崎LC　　　　 桝形 昭平L
　【挙手により賛成多数で承認可決】

第2号議案　キャビネット幹事・会計
の職務執行担保の件
　慣例に倣い、キャビネット幹事・会
計が職務執行する場合、地区ガバナー
の責任において免責して頂くことの承
認を求めます。
　【挙手により賛成多数で承認可決】

第3号議案　慶弔規定の件
　慶弔規定に関し、下記の各事項の承
認を求めます。
（1）クラブ会員が死亡したとき、地区
ガバナー名で生花と弔電を送る。
（2）クラブ、ゾーン、リジョンの行事、
記念式典（例会）などに招待を受け出席
する際の登録料や祝儀の拠出は、地区
ガバナーのみ出席する場合1万円、キ
ャビネット3役が出席の場合は3万円、
キャビネット5役が出席の場合5万円
とする。
　【挙手により賛成多数で承認可決】

第4号議案　リジョン交付金、ゾーン
交付金の件
　リジョン・ゾーン交付金に関し、下
記の各事項の承認を求めます。
（1）リジョン・ゾーン交付金は、すべ
てのリジョン・ゾーンに交付する。
　交付金の対象となるクラブ会員数は、
7月1日現在（今期期首会員数）とする。
（2）リジョン交付金額は、クラブ会員
数×240円/年とする。
　但し、二人目以降の家族会員につい
てはその半額の120円/年とする。
（3）ゾーン交付金額は、クラブ会員数
×600円/年とする。但し、二人目
以降の家族会員についてはその半額の
300円/年とする。

ト事務局において運営費、地区ニュー
ス、地区年次大会、IT・PR、YCE、
腎・アイバンク、アクティビティ特別
資金、薬物乱用防止教育、ライオンズ
クエスト資金・援助金、各会計につい
て監査いたしましたところ、すべて適
正確実であることを認めます」と伝え
られた。
　取材：地区ニュース

副委員長　L會田　勝規

国際協会・地区方針発表
　休憩10分をはさんで、倉田ガバナ
ーからファブリシオ・オリベイラ国際
会長が紹介され、国際会長方針のビデ
オメッセージが上映された。
　そして、倉田ガバナーより次の5つ
の「具体的・魅力再生アクションプロ
グラム」～すべては会員拡大へ～が発
表された。
⒈ 大清掃プログラム（SDGs）
⒉ 会員増強・エクステンション・支部
拡大プログラム

⒊ LCIF活動の強化と活用プログラム
（1人$100献金）
⒋ 各種大会への参加強化プログラム
⒌ マーケティング広報活動強化プロ
グラム

　二宮尊徳翁の「積小為大」（できる
ことから積み上げていこう）をもと
に、会員増強に向けたメンバー個々の
アクションチャレンジをお願いした。
　議事に移り、倉田ガバナーが議長に
選出され、大滝靖生キャビネット幹事
が議案を読み上げて提案理由を説明、
審議に入った。
　審議事項は以下のとおり。

【審 議 事 項】
第1号議案　地区会計監査指名選任
の件
　2024～2025年度地区会計監査

　【挙手により賛成多数で承認可決】
第5号議案　2024～2025年度
ガバナーズ・アワード審査・表彰規定
の件
（資料1）のとおり、アワードの種類・
基準によるところの承認を求めます。
　【挙手により賛成多数で承認可決】

第6号議案　2024～2025年度
一般会計・特別会計予算承認の件
（資料2）のとおり、予算の承認を求め
ます。
　【挙手により賛成多数で承認可決】

※「資料1」「資料2」については、330-B
地区ホームページのメンバー専用ページ
からリソースセンターに入り「キャビネ
ット会議」にてご確認ください。
　議事の要約確認は宮田暢人キャビネ
ット事務局次長が発表し、第1回キャ
ビネット会議はスムーズに行われ、内
藤修也第2副地区ガバナーの閉会宣言
をもって無事終了した。

懇　親　会
　第1回キャビネット会議の後、森川
吉孝第1副地区ガバナーの開会の辞
により懇親会がスタート。倉田ガバナ
ーより挨拶があり、石田真一前地区ガ
バナーからは、クラブが主役で「We 
serve」と乾杯の発声をいただいた。
　歓談中のアトラクションでは、大和
artisticクラブ支部メンバーのピアノ
とバイオリン演奏を鑑賞した。そして、
石田前ガバナーによるライオンズ・ロ
ーア、また会う日までによって全員の
心がひとつになり、内藤修也第2副地
区ガバナーの閉会の辞でお開きとなっ
た。
　取材：地区ニュース

委員長　L髙畠　祐二
　撮影：地区ニュース

アドバイザー　L近野　照彦
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月11日（木）第60代倉田雅史
地区ガバナーはキャビネット

事務局の開所式を行った。
　森川吉孝第1副地区ガバナーの開
会の言葉でスタートし、伏見 龍元
国際理事からお祝いの言葉を頂戴し
た。石田真一前地区ガバナーからは
「中澤一浩元ガバナーから引き継いだ
『歴史と伝統と誇り』を倉田ガバナー
に引き継いでいただきたい」と今期へ
の期待を述べた。
　倉田ガバナーは集まった地区役員
を前に、メルボルン国際大会で石田

Mark（足跡をしるす）』を受けたもの。
これを330-B地区の発展のために一
歩一歩着実に進めていきたい」と決意
を表明するとともに、支援と協力を
お願いした。
　縁起だるまの開眼式では、倉田ガ
バナーが心を鎮め目標達成を願って
だるまの左目を入れると、会場は大
きく盛り上がった。
　取材：地区ニュース

委員長　L髙畠　祐二

　撮影：地区ニュース

アドバイザー　L近野　照彦

前ガバナーからエレクトリボンを外
してもらったこと、および、報徳二
宮神社での祈願祭の報告を行い、ガ
バナーテーマ『取り戻そうライオン
ズの魅力！残そう未来へ足跡を！』と
し、サブテーマを『もう、待ったなし
会員増強』ミッション1.5 、合言葉：
クラブが主役で「We Serve」を披露
した。
　その上で「本日正式にキャビネッ
ト事務局がスタートする。私のガバ
ナーテーマは、ファブリシオ・オリ
ベイラ国際会長テーマ『Make Your 
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2024年〜2025年度　委員会構成表

委員会 委員長 副ファシリテーター、アドバイザー ､副コーディネーター、副委員長、顧問 委　　　　員

ファシリテーター 副ファシリテーター

倉田　雅史 井田　　渉 櫻井　貴裕
小田原白梅 川崎富士見 藤　沢

コーディネーター 副コーディネーター 副委員長
淸水　浩則 今林　靖晴 河野　元衛 重田　　勉 佐谷　欣一 藤原　　哉 渡辺　龍作徳永　三朗 田中ひろ子 成田　正弘 大野　晴司 礒部　達也

横浜金港 横浜桜美林 川崎白百合 茅ヶ崎オーシャン 甲府中央 横浜戸塚横浜戸塚 川崎南川崎南 秦野あづま秦野あづま 海老名飛鳥海老名飛鳥 綾　瀬綾　瀬 横須賀東横須賀東 富士吉田富士吉田
コーディネーター 副コーディネーター 副委員長

奈良　美砂 野上　和子 米山　　実 曽我　　功 榎本　　聡 東山　和広神戸　幸男 石橋　昭仁 横尾　厚志 渡辺　博士 小林　　誠
茅ヶ崎オーシャン 三　浦 横浜東戸塚 大和中央シティ 甲府富士 横　浜 YOKOHAMA BELL 川崎東 中　井 平塚なでしこ 上野原
コーディネーター 副コーディネーター 副委員長

高橋　伸二 髙木　明生 山口　良広 髙木　　圭 渡邉　　弘 保坂　孝夫 雨宮　正明百合草康裕 桜庭　友見 青木　哲也 堀内　真一 木本　　洋
相模原アーチ 横浜みなとみらい 横浜みどり 川崎稲田 綾　瀬 横浜リバティ 川崎葵 秦　野 厚木もみじ 横須賀 韮　崎 塩　山
コーディネーター 副コーディネーター 副委員長

中村　浩子 山﨑　千尋 大泉　利夫 志村　正直 清水紘二郎 森　恵理子 佐藤　　隆 権守　和樹高山　政宏 湯川　嘉一 豊嶋　啓聡 横田　隆義 山口　朋子
甲府若葉 山　北 横浜金港 川　崎 厚木マルベリー 横浜みなとみらい 横浜寿 横浜鶴見 川崎西 相模原 横須賀中央 甲府舞鶴 甲州富士山

コーディネーター 副コーディネーター 副委員長
桐山利恵子 井戸　淳子 伏見　幸枝 川口　絵理 渡邉あけみ 鈴木　真麻 和田　君江鳥居　眞弓 安永　佳代 岩﨑　絹代 半藤　哉子 助川さちこ

大和中央シティ 相模原 横浜金港 秦野丹沢 横須賀 横浜梅櫻 横浜おおとりコスモポリタン 横浜戸塚中央 川崎臨海 厚木マルベリー 甲府富士 都　留
コーディネーター アドバイザー 副コーディネーター 副委員長

辻野　隆晴 山口　雅矢 府川　輝夫 綿貫　英明 丸山　正浩 横森　良友 渡辺　和之渡辺　和之平賀　新也 北原美智子 櫻井　貴裕 花上　康一 本山浩一郎 山田　眞三 服部　忠男
甲府舞鶴 横浜金港 藤　沢 厚木さつき 横浜桜美林 川崎富士見 横須賀みかさ 横浜保土ヶ谷 川崎朋友 山　北 藤沢中央 相模原中央 甲府南 富士吉田中央富士吉田中央

大川　幸男
アドバイザー 副委員長

木元　　太 鈴野　茂男 中山　誠一 桒野　　太 山本　賢寿 栗原　宏展大南　修平 金田　雅昭 原田　晃延 小林　隆幸 小穴　昭彦
川崎南 小田原白梅 横浜ポートヒル 小田原 大和中央シティ 甲　府 横　浜 横浜泉 川崎中原 平　塚 横須賀 富士吉田

鈴木　泰堂
副委員長

石原　　健 小島　　衛 吉澤　章子 久津間裕行 熊谷　輝幸 青木　利弘 平野　美保石塚　丈雅 駒崎　松男 木村　記章 五味　勝己
厚木さつき 横　浜 川崎葵 藤沢中央 甲府シティ 横浜桜美林 横浜たちばな 川崎生田 小田原白梅 藤　沢 三　浦 甲州富士山

橋本　信行
アドバイザー 副委員長

加藤　道一 高橋　徳美 石川　友勉 増元　和也 大畑　雅央 矢崎　元子谷川　　亘 吉田　正利 井之上　翔 阿蘇　佳一 鈴木　慎二
新横浜 相模原シティ 横浜旭 川崎南 秦野あづま 笛　吹 横浜中央 横浜おおとりコスモポリタン 川崎西 伊勢原 三　浦 北　杜

辻井　祐幸
アドバイザー 副委員長

笠井　政記 片山世紀雄 宮原　元紀 秋山　良次 堺　　勇二 大嵩　　俊 萩原　健一木下　忠義 菊池久仁恵 堀内　伸一 深澤　知弘 柏木　浩司
藤沢ライフ 横浜ふじ 横浜鶴見西 相模原シティ 甲　府 都　留 横浜金港 川崎北 小田原 伊勢原ひかり 藤沢湘南 横須賀中央 甲府若葉

梶谷　美雄
副委員長

今井　清治 大矢　　寛 北村　亮典 安藤　　進 山田　博之 鈴野　泰隆 三浦　直樹小山　信之 樋口妃都美 香内　隆宏 反田　成樹
厚　木 横浜鶴見 川崎リバティ 厚木マルベリー 甲　府 横浜中央市場 横浜桜美林 川崎葵 南足柄 茅ヶ崎グリーン 横須賀東 河口湖

岩本　和博
アドバイザー 副委員長

鈴木　高博 安西　　隆 橋本　太輔 三浦　潤也 宮原　　淳 窪寺　　晃 殿塚　　弘加藤　雅光 半田　龍夫 松原　成文 田中　宏明 金子エスター聖美
小田原 横浜みなと－馬車道 横浜みなと－馬車道 川崎巽 藤沢ライフ 鎌　倉 横浜桜美林 横浜都筑 川崎朋友 秦野丹沢 厚　木 甲　府 富士吉田

関根　信男
アドバイザー 副委員長

瀬田　和之 佐藤　航士 新垣　鉄夫 籾山　三郎 山﨑　直哉 二本木雪水 長坂　　正益田　典彦 日下部洋史 是近　幸春 渡邉　真人 乙黒　泰樹
横浜中 横浜みなと－馬車道 横浜戸塚中央 川崎多摩川 相模原 山　梨 横浜旭 川崎リバティ 小田原松風 二　宮 茅ヶ崎オーシャン 三　浦　 北　杜

髙畠　祐二
アドバイザー 副委員長

遠藤　　亨 中嶋　　順 田中　信一 細谷　　修 三浦　　勝近野　照彦 中井　弘明 田中　準二 會田　勝規 野田　　覚 末木　貴仁
横浜寿 横浜梅櫻 横浜シーサイド 横浜鶴見西 川崎東 茅ヶ崎グリーン 山梨中央 川崎白百合 箱　根 伊勢原 横須賀北 富士吉田中央

鈴木　　忍
副委員長

小山　正篤小山　正篤 片岡　淳一 坂間　智司 日原　　悟 小島　克巳 濵野　兼利 小林　美穂 塚野　浩幸 蛭田　　晃 河西　　久 諸角　輝美矢嶋　義巳
横須賀 小田原松風 新横浜新横浜 横浜おおとりコスモポリタン 横浜あおば 川崎葵 川崎中原 小田原 平　塚 大和リバティ 三　浦 南アルプス 上野原

小松　英一
アドバイザー 副委員長

須藤　　清 佐々木貴也 林　　玉蘋 柴田めぐみ出川　渓二 小笠原政憲 宮田　暢人 小林　大希
甲州富士山 川崎田島 横浜旭 川　崎 都　留 横浜戸塚 横須賀 山梨中央 甲州富士山

小松　和芳
アドバイザー 副委員長

加藤小百合 石井　光一 有賀　嘉子 金子　　俊 橘　　　護 石井　　昇 二宮　竹弘 鎌倉　広文 内藤　修平 渡辺　武則大竹　　良 北見　裕之 佐藤　明人 広瀬　　繁 松本　善万
横浜戸塚中央 横須賀東 横浜港南 厚　木 藤　沢 甲府シティ 横浜元町 横浜サンセット２１ 横浜ひかり 川崎田島 川崎稲田 小田原白梅 平　塚 横須賀東 笛　吹 河口湖

内田　吉則
副委員長

原　　輝男 神尾　繁昌中野　達夫 尾立　孝司 楡井　宏志 三澤　信仁
横　浜 横浜中央 横浜ポートヒル 茅ヶ崎オーシャン 山　梨 川崎巽 小田原白梅

富弥　克司
副委員長

大竹　敏彦三井　寿浩 石井　光一 鈴木　　忍 雨宮　眞司
横浜磯子西 横浜サンセット２１ 横浜サンセット２１ 横須賀 塩　山 勝沼・大和

久津間康允
副委員長 顧　問

桜井　孝一 内田　　勤 佐藤精一郎
小田原白梅 南足柄 小田原 山　北

石島　鉄也
副委員長

橋本　圭史 田中　裕介 山田　昭夫 髙杉　　昇 北川　祐史 村上　覚則岩城　浩眞 阪之上克巳 石川　秀明 野々山剛由 碓井　利明
箱　根 横浜サンセット２１ 小田原白梅 小田原松風 秦　野 南足柄 横浜サンセット２１ 小田原 湯河原 小田原白梅 中　井 南足柄

立山　和也 キャビネット副幹事 庄司　和正 松村　康明 小松　克也 山下　　学 横田　雅樹 加藤　　剛 渡部　　亮 髙橋　大樹 池田　誠吾 飯野　広夫 髙野　裕司

小田原白梅 横浜梅櫻 横浜ふじ 横浜東戸塚 川崎多摩川 川崎生田 秦　野 平塚湘南 相模原けやき 鎌　倉 南アルプス 笛　吹

大垣　建一 谷井　弘樹 桝形　昭平

横浜リバティ 川崎臨海 韮　崎

グローバルアクションチーム
（GAT）

会員拡大・維持・退会防止
（GMT）委員会

新クラブエクステンション
（GET）委員会

指導力育成・教育
（GLT）委員会

奉仕活動推進
（GST）委員会

家族・女性・学生会員推進
（FWT）委員会

LCIF・公益財団法人
日本ライオンズ委員会

会則・会員委員会

緊急支援・アラート委員会

薬物乱用防止・クエスト
委員会

糖尿病・四献・
いのちの電話委員会

青少年育成・
青年アカデミー委員会

YCE・国際協調委員会

IT・広報マーケティング
委員会

地区ニュース委員会

大会参加委員会

キャビネット運営事務局・
会計補佐委員会

行事企画委員会

（特別）一般社団法人化委員会

（特別）次期政策・
R・Z再編検討委員会

第７１回地区年次大会
委員会

第７１回地区年次大会
実行委員会

キャビネット筆頭副幹事

会計監査
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委員会 委員長 副ファシリテーター、アドバイザー ､副コーディネーター、副委員長、顧問 委　　　　員

ファシリテーター 副ファシリテーター

倉田　雅史 井田　　渉 櫻井　貴裕
小田原白梅 川崎富士見 藤　沢

コーディネーター 副コーディネーター 副委員長
淸水　浩則 今林　靖晴 河野　元衛 重田　　勉 佐谷　欣一 藤原　　哉 渡辺　龍作徳永　三朗 田中ひろ子 成田　正弘 大野　晴司 礒部　達也

横浜金港 横浜桜美林 川崎白百合 茅ヶ崎オーシャン 甲府中央 横浜戸塚横浜戸塚 川崎南川崎南 秦野あづま秦野あづま 海老名飛鳥海老名飛鳥 綾　瀬綾　瀬 横須賀東横須賀東 富士吉田富士吉田
コーディネーター 副コーディネーター 副委員長

奈良　美砂 野上　和子 米山　　実 曽我　　功 榎本　　聡 東山　和広神戸　幸男 石橋　昭仁 横尾　厚志 渡辺　博士 小林　　誠
茅ヶ崎オーシャン 三　浦 横浜東戸塚 大和中央シティ 甲府富士 横　浜 YOKOHAMA BELL 川崎東 中　井 平塚なでしこ 上野原
コーディネーター 副コーディネーター 副委員長

高橋　伸二 髙木　明生 山口　良広 髙木　　圭 渡邉　　弘 保坂　孝夫 雨宮　正明百合草康裕 桜庭　友見 青木　哲也 堀内　真一 木本　　洋
相模原アーチ 横浜みなとみらい 横浜みどり 川崎稲田 綾　瀬 横浜リバティ 川崎葵 秦　野 厚木もみじ 横須賀 韮　崎 塩　山
コーディネーター 副コーディネーター 副委員長

中村　浩子 山﨑　千尋 大泉　利夫 志村　正直 清水紘二郎 森　恵理子 佐藤　　隆 権守　和樹高山　政宏 湯川　嘉一 豊嶋　啓聡 横田　隆義 山口　朋子
甲府若葉 山　北 横浜金港 川　崎 厚木マルベリー 横浜みなとみらい 横浜寿 横浜鶴見 川崎西 相模原 横須賀中央 甲府舞鶴 甲州富士山

コーディネーター 副コーディネーター 副委員長
桐山利恵子 井戸　淳子 伏見　幸枝 川口　絵理 渡邉あけみ 鈴木　真麻 和田　君江鳥居　眞弓 安永　佳代 岩﨑　絹代 半藤　哉子 助川さちこ

大和中央シティ 相模原 横浜金港 秦野丹沢 横須賀 横浜梅櫻 横浜おおとりコスモポリタン 横浜戸塚中央 川崎臨海 厚木マルベリー 甲府富士 都　留
コーディネーター アドバイザー 副コーディネーター 副委員長

辻野　隆晴 山口　雅矢 府川　輝夫 綿貫　英明 丸山　正浩 横森　良友 渡辺　和之渡辺　和之平賀　新也 北原美智子 櫻井　貴裕 花上　康一 本山浩一郎 山田　眞三 服部　忠男
甲府舞鶴 横浜金港 藤　沢 厚木さつき 横浜桜美林 川崎富士見 横須賀みかさ 横浜保土ヶ谷 川崎朋友 山　北 藤沢中央 相模原中央 甲府南 富士吉田中央富士吉田中央

大川　幸男
アドバイザー 副委員長

木元　　太 鈴野　茂男 中山　誠一 桒野　　太 山本　賢寿 栗原　宏展大南　修平 金田　雅昭 原田　晃延 小林　隆幸 小穴　昭彦
川崎南 小田原白梅 横浜ポートヒル 小田原 大和中央シティ 甲　府 横　浜 横浜泉 川崎中原 平　塚 横須賀 富士吉田

鈴木　泰堂
副委員長

石原　　健 小島　　衛 吉澤　章子 久津間裕行 熊谷　輝幸 青木　利弘 平野　美保石塚　丈雅 駒崎　松男 木村　記章 五味　勝己
厚木さつき 横　浜 川崎葵 藤沢中央 甲府シティ 横浜桜美林 横浜たちばな 川崎生田 小田原白梅 藤　沢 三　浦 甲州富士山

橋本　信行
アドバイザー 副委員長

加藤　道一 高橋　徳美 石川　友勉 増元　和也 大畑　雅央 矢崎　元子谷川　　亘 吉田　正利 井之上　翔 阿蘇　佳一 鈴木　慎二
新横浜 相模原シティ 横浜旭 川崎南 秦野あづま 笛　吹 横浜中央 横浜おおとりコスモポリタン 川崎西 伊勢原 三　浦 北　杜

辻井　祐幸
アドバイザー 副委員長

笠井　政記 片山世紀雄 宮原　元紀 秋山　良次 堺　　勇二 大嵩　　俊 萩原　健一木下　忠義 菊池久仁恵 堀内　伸一 深澤　知弘 柏木　浩司
藤沢ライフ 横浜ふじ 横浜鶴見西 相模原シティ 甲　府 都　留 横浜金港 川崎北 小田原 伊勢原ひかり 藤沢湘南 横須賀中央 甲府若葉

梶谷　美雄
副委員長

今井　清治 大矢　　寛 北村　亮典 安藤　　進 山田　博之 鈴野　泰隆 三浦　直樹小山　信之 樋口妃都美 香内　隆宏 反田　成樹
厚　木 横浜鶴見 川崎リバティ 厚木マルベリー 甲　府 横浜中央市場 横浜桜美林 川崎葵 南足柄 茅ヶ崎グリーン 横須賀東 河口湖

岩本　和博
アドバイザー 副委員長

鈴木　高博 安西　　隆 橋本　太輔 三浦　潤也 宮原　　淳 窪寺　　晃 殿塚　　弘加藤　雅光 半田　龍夫 松原　成文 田中　宏明 金子エスター聖美
小田原 横浜みなと－馬車道 横浜みなと－馬車道 川崎巽 藤沢ライフ 鎌　倉 横浜桜美林 横浜都筑 川崎朋友 秦野丹沢 厚　木 甲　府 富士吉田

関根　信男
アドバイザー 副委員長

瀬田　和之 佐藤　航士 新垣　鉄夫 籾山　三郎 山﨑　直哉 二本木雪水 長坂　　正益田　典彦 日下部洋史 是近　幸春 渡邉　真人 乙黒　泰樹
横浜中 横浜みなと－馬車道 横浜戸塚中央 川崎多摩川 相模原 山　梨 横浜旭 川崎リバティ 小田原松風 二　宮 茅ヶ崎オーシャン 三　浦　 北　杜

髙畠　祐二
アドバイザー 副委員長

遠藤　　亨 中嶋　　順 田中　信一 細谷　　修 三浦　　勝近野　照彦 中井　弘明 田中　準二 會田　勝規 野田　　覚 末木　貴仁
横浜寿 横浜梅櫻 横浜シーサイド 横浜鶴見西 川崎東 茅ヶ崎グリーン 山梨中央 川崎白百合 箱　根 伊勢原 横須賀北 富士吉田中央

鈴木　　忍
副委員長

小山　正篤小山　正篤 片岡　淳一 坂間　智司 日原　　悟 小島　克巳 濵野　兼利 小林　美穂 塚野　浩幸 蛭田　　晃 河西　　久 諸角　輝美矢嶋　義巳
横須賀 小田原松風 新横浜新横浜 横浜おおとりコスモポリタン 横浜あおば 川崎葵 川崎中原 小田原 平　塚 大和リバティ 三　浦 南アルプス 上野原

小松　英一
アドバイザー 副委員長

須藤　　清 佐々木貴也 林　　玉蘋 柴田めぐみ出川　渓二 小笠原政憲 宮田　暢人 小林　大希
甲州富士山 川崎田島 横浜旭 川　崎 都　留 横浜戸塚 横須賀 山梨中央 甲州富士山

小松　和芳
アドバイザー 副委員長

加藤小百合 石井　光一 有賀　嘉子 金子　　俊 橘　　　護 石井　　昇 二宮　竹弘 鎌倉　広文 内藤　修平 渡辺　武則大竹　　良 北見　裕之 佐藤　明人 広瀬　　繁 松本　善万
横浜戸塚中央 横須賀東 横浜港南 厚　木 藤　沢 甲府シティ 横浜元町 横浜サンセット２１ 横浜ひかり 川崎田島 川崎稲田 小田原白梅 平　塚 横須賀東 笛　吹 河口湖

内田　吉則
副委員長

原　　輝男 神尾　繁昌中野　達夫 尾立　孝司 楡井　宏志 三澤　信仁
横　浜 横浜中央 横浜ポートヒル 茅ヶ崎オーシャン 山　梨 川崎巽 小田原白梅

富弥　克司
副委員長

大竹　敏彦三井　寿浩 石井　光一 鈴木　　忍 雨宮　眞司
横浜磯子西 横浜サンセット２１ 横浜サンセット２１ 横須賀 塩　山 勝沼・大和

久津間康允
副委員長 顧　問

桜井　孝一 内田　　勤 佐藤精一郎
小田原白梅 南足柄 小田原 山　北

石島　鉄也
副委員長

橋本　圭史 田中　裕介 山田　昭夫 髙杉　　昇 北川　祐史 村上　覚則岩城　浩眞 阪之上克巳 石川　秀明 野々山剛由 碓井　利明
箱　根 横浜サンセット２１ 小田原白梅 小田原松風 秦　野 南足柄 横浜サンセット２１ 小田原 湯河原 小田原白梅 中　井 南足柄

立山　和也 キャビネット副幹事 庄司　和正 松村　康明 小松　克也 山下　　学 横田　雅樹 加藤　　剛 渡部　　亮 髙橋　大樹 池田　誠吾 飯野　広夫 髙野　裕司

小田原白梅 横浜梅櫻 横浜ふじ 横浜東戸塚 川崎多摩川 川崎生田 秦　野 平塚湘南 相模原けやき 鎌　倉 南アルプス 笛　吹

大垣　建一 谷井　弘樹 桝形　昭平

横浜リバティ 川崎臨海 韮　崎

7



〒210-0863 川崎市川崎区夜光一丁目7番9号 塩浜ビル301　E-mail：ishida@kensho-inc.co.jp　TEL.044-270-2275　FAX.044-270-2276

建設業許可 神奈川県知事許可（般-29）第78859号

建築・土木一式総合建設業
石　田　真　一取締役会長

（川崎臨海ライオンズクラブ所属）株式会社  建　匠

ルボルンはビクトリア州にあ
る人口約580万人の州都であ

り、街の中心にはモダンな建物が多
く、ヤラ川沿いには広場やバー、レ
ストランなどが建ち並び近年「世界
の中で最も暮らしやすい都市」として
知られている。
　ライオンズクラブ国際協会、第
106回メルボルン国際大会は6月

インターナショナル
パレード

　6月22日(土)快晴の空の下、10
時よりキングス・ドメイン公園内バ
ードウッドアベニューに各国と各地
域のメンバーが参集し、インターナ
ショナル・パレードが盛大に行われ
た。

21日（金）から6月25日（火）まで
の5日間メルボルン・コンベンション
&エキシビション・センター（MCEC）
で開催された。
　大会初日の6月21日（金）は各セ
ミナーが行われ、展示ブースでは国
際平和ポスターコンクールの入賞作
の展示が行われ、日本からの入賞者
の作品も展示された。

●
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を
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チ
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　気温10℃を下回る冷え込みの中、
日本チームはお揃いのベストを身に
まとい、「 JAPAN」の横断幕を先頭
に国際役員、各地区ガバナーと続き、
その後に330複合地区が隊列を作っ
た。330-B地区では約100名の参加
となった。

スチュームや民族衣装を身にまとい、
その国々の打楽器を鳴らし踊りなが
ら行進する。緑豊かな公園内を数千
人のライオンがそれぞれの伝統とラ
イオンズの誇りを称え合い、バッチ
の交換などをして約1キロの道を練
り歩く姿は圧巻だった。

　現地で活躍されている和太鼓・よ
さこいグループにも参加いただき、
また用意された日本のおもちゃ「紙ふ
うせん」を沿道にいる現地の子どもた
ちに配り、とても喜ばれた。
　インターナショナル・パレードは
各国のライオンズが色とりどりのコ

9



ガバナーズナイト&
ガバナーエレクト激励会

　インターナショナル・パレード終
了後の18時30分よりビクトリア国
立美術館（NGV）ガーデンレストラン
にてガバナーズナイト＆ガバナーエ
レクト激励会が総勢105名参集し開

れ、国歌およびライオンズヒム斉唱の
後、和やかなムードの中始まった。
　出席者紹介の後、田中雄一330複
合地区ガバナー協議会議長よりご挨
拶をいただき、次に石田真一地区ガ
バナーが拍手喝采の中登壇した。「1
年前に中澤一浩前地区ガバナーより
エレクトリボンを外していただき、

催された。ヤラ川の対岸には高層ホ
テルなどが建ち並んで煌びやかなネ
オンが広がり、また会場のガーデン
レストランの屋外ではイルミネーシ
ョンが点灯していて素敵なロケーシ
ョンだった。
開会の挨拶では、矢嶋義巳大会参

加委員長より歓迎とお礼の挨拶がなさ

ガバナーズナイト& ガバナーエ
レクト激励会
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今度は私が倉田雅史ガバナーエレク
トのリボンを外す時が来た」との冒頭
の挨拶から始まり、「各委員会の委員
長と委員会メンバーにも大変尽力を
いただきLCIFでは目標の50万ドル
も達成できた」と感謝の意を述べた。
また「ガバナーチームにも多大な協
力をいただいた」旨の感謝の言葉があ

ーエレクトが登壇して「ライオンズの
誓いにある、友愛と相互理解の精神が
大事であり、今期の石田ガバナーチ
ームへの感謝と敬意を込め、来期も
330-B地区のさらなる発展をめざし
てがんばります」と力強く語った。
　乾杯の挨拶は、安達成功元地区ガ
バナーが「自分のガバナーの時のキ

り「キャビネット幹事の出川渓二L、
今も日本で会計処理をしてくれてい
るキャビネット会計の谷井弘樹Lと一
緒にやれて良かった」と最大の感謝と
称賛の言葉があった。そして、最後
に「330-B地区の全てのメンバーに
感謝いたします」と締めくくった。
続いての挨拶は、倉田雅史ガバナ

ガバナーズナイト& ガバナーエ
レクト激励会
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ャビネット会計の石田ガバナーを保
護者のように見守っていた」と会場を
沸かせ「ウィ・サーブ」の発声で開宴
した。
森川吉孝次期第1副地区ガバナー予

定者、内藤修也次期第2副地区ガバナ
ー予定者、中澤前ガバナー、石原英司
元地区ガバナー、小山正武元地区ガバ

開会セレモニー

　6月23日（日）、第106回メルボ
ルン国際大会の開会式が9時30分よ
りMCECにて開催された。日本ライ
オンズとして約800名。全世界で約
8,000名での開催となり、330-B地
区は副幹事団の皆様のご尽力で前方

ナーの挨拶があり、石田ガバナーへの
ねぎらいの言葉と倉田ガバナーエレク
トへのエールが送られた。
　歓談の後には現・次期5役のメン
バーでのライオンズ・ローアがあり、
出川キャビネット幹事の閉会の挨拶
で会場は大きな拍手に包まれ夜は更
けていった。

●
大
会
開
会
式
（
初
日
総
会
）
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SUNSUNSUN 有限会社有限会社 サンテックサンテック有限会社サンテック

の席が用意された。開催国のオース
トラリア先住民・アボリジニの伝統
的な音楽と祈りで厳粛な雰囲気の中、
開会の幕が上がった。
　登壇されたパティ・ヒル国際会長
はこの1年を振り返り、感謝の言葉
を贈った。
　司会はシリル・リム氏によるお馴

閉会式

　6月25日（火）、第106回メルボ
ルン国際大会の閉会式が9時30分よ
りMCECにて開催された。連日の副
幹事団の皆様の早朝の場所取りのお
かげで一列目で迫力のある閉会式を
体感できた。

染みのコメディを交えた進行で、平
和ポスターコンテストの大賞受賞者、
平和作文コンテストの大賞受賞者へ
の表彰が行われ、次期第3国際副会
長立候補者2名の演説と、インスタ
レーションで会場を大いに沸かした。
最後に各国の国旗入場式が行われ、
初日総会は12時に終了した。

●
フ
ァ
ブ
リ
シ
オ
・
オ
リ
ベ
イ
ラ
国
際
会
長
誕
生
！
国
際
会
長
リ
ン
グ
を
は
め
る

●
大
会
閉
会
式
（
最
終
日
総
会
）

A.P.シン国際第二副会長と記念撮影 山田實紘元国際会長と記念撮影

国際会長、元国際会長、地区ガバナー、元地区ガバナー晩餐会にて国際役員と交流
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橋梁架設工事・耐震、補修工事・土木工事
重量品機器搬入据付工事・一般貨物運送

〒409-3813　山梨県中央市一町畑912-1 TEL 055-273-1771 FAX 055-273-1774梨県中央市 町畑912 1 TEL 055 273 1771 FAX

株式会社株式会社    中中 部部株式会社  中 部

　国際会長の就任宣誓式が執り行わ
れ、ファブリシオ・オリベイラL（ブ
ラジル）が正式に就任し、スピーチを
行い新会長の誕生となった。国際会
長メッセージの『足跡をしるす』第一
歩を歩み始めた瞬間であった。
　国際第1副会長にA.P.シンL（イン
ド）、国際第2副会長にマークS.ライ
オンL（アメリカ）、国際第3副会長
にアフリカ初となるマノージ・シャー
L（ケニア）がそれぞれ紹介されると、
いよいよ2024～2025年度の世界

LCIF表彰式

　6月24日（月）、MCECの各フロ
アーで、ライオンズスピリッツを向
上させるためのLCIFセッションや基
調講演、展示ホールにおいてさまざ
まなステージが開催された。
　午後には、ブライアン・シーハン
LCIF理事長による表彰式も行われ、
330-B地区からは櫻井貴裕330複
合地区LCIF副コーディネーターが功
績を称えられて表彰された。

中の地区ガバナーが誕生し、330-B
地区では石田ガバナーより倉田ガバ
ナーエレクトのエレクトリボンが外
された。
　『取り戻そうライオンズの魅力！残
そう未来へ足跡を！』を胸に、地区発
展のため、次なる開催地メキシコま
での大海原に向かい出航した。
　取材：地区ニュース

委員　L髙杉　　昇

　撮影：地区ニュース

アドバイザー　L近野　照彦
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　横浜市金沢区を中心に活動する横
浜ポートヒルLCの結成50周年式典
を6月15日（土）にローズホテル横
浜にて開催しました。
　クラブ式典には、横浜市立大学大
学院医学研究科・発生成育小児医療
学主任教授医学博士の伊藤秀一先生、
こどもホスピス代表理事田川尚登様、
石田真一地区ガバナーをはじめ、多
くのご来賓、メンバーの方々にご出
席いただき温かく開催できましたこ
とを御礼申し上げます。
　諸先輩方より受け継いでまいりま
した奉仕の心を持ち、地域に貢献で
きるクラブであるとともに、メンバ
ーで一丸となり同じ志を胸にと、良
いものは継続し新しいものへの挑戦
を希望に、と50年目を迎えました。

ん。そしてまた、私たちメンバーが
温かい心をもって奉仕に臨まなけれ
ばならないと思いました。メンバー
一人一人が自分のためではなく誰か
のために一生懸命になることがこん
なにも楽しく、うれしく、幸せなこ
となのだということを心から感じる
ことができました。この気持ちを忘
れずに、これからも奉仕活動をして
まいりたいと思っております。今後
とも、皆様のご指導ご鞭撻をどうぞ
よろしくお願い申し上げます。
　ご出席の皆様におかれましては、
至らない点もあったかと思いますが、
本当に感謝の気持ちでいっぱいです。
　本当にありがとうございました。
　2R-2Z　横浜ポートヒルLC

会長　L古田　綾恵

　今期の会長テーマ【平和】～こども
の未来につなげる奉仕～をもとに、子
どもたちの笑顔が見たいとアクティ
ビティをしてまいりました。その先
の子どもたちの笑顔に逆に勇気と幸
せをいただきました。と同時に、私
たちクラブのメンバーには子どもた
ちの笑顔を守る使命があるのだと痛
感しました。
　祝宴では、矢沢小吉さんを迎え、
会場の皆様と一丸となり楽しく盛り
上がりました。
　ライオンズに入会して5年目で会
長となり、何もわからずにここまで
きてしまいましたが、こんなにライ
オンズクラブに入会して良かったと、
横浜ポートヒルLCのメンバーになっ
て良かったと思えたことはありませ

結成50周年飛翔例会開催結成50周年飛翔例会開催
横浜ポートヒルライオンズクラブ50

th
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小松　新二L
①丸山千春L
②10R-2Z
　甲府南LC
③1969年8月3日
④セカンドサポート
サービス
⑤代表
⑥ゴルフ
⑦2023年12月

中村　綾子L
①鈴野泰隆L
②9R-1Z
　横須賀東LC
③10月11日
④（有）オー・エヌ商事
（三代目 十八番）
⑤取締役
⑥温泉・ゴルフ
⑦2024年5月

金子　祥之L
①高橋徹夫L
②6R-2Z
　秦野LC
③1972年1月21日
④白笹稲荷神社
⑤宮司
⑦2024年5月

酒井　忠継L
①霜田　浩L
②2R-3Z
　横浜磯子LC
③1971年5月12日
④かながわ信用金庫
磯子支店
⑤支店長
⑥ラグビー観戦・ソフトテニス
⑦2024年7月

有泉　良親L
①雨宮　正L
②10R-1Z
　甲府北LC
③1973年7月7日
④有泉工業（株）
⑤代表取締役社長
⑥ドライブ
⑦2024年7月

平野みぎわL
①日下景子L
②8R-2Z
　茅ヶ崎グリーンLC
③6月15日
④神奈川県議会
⑤神奈川県議会議員
⑥野球観戦（ベイスターズ
推し）・ピアノの練習
⑦2024年3月

友廣　勝利L
①重田将王L
②3R-2Z
　横浜鶴見LC
③1978年9月13日
④（株）南旺社
⑤専務取締役
⑥ゴルフ・テニス
⑦2023年7月

手塚　誠二L
①雨宮由憲L
②10R-2Z
　甲府南LC
③1982年11月9日
④（株）寿農産加工
⑤代表取締役
⑥料理
⑦2024年5月

田中　文浩L
①河本　勇L
②2R-3Z
　横浜磯子LC
③1979年5月27日
④（株）BUN-ZO
⑤代表取締役
⑥ゴルフ
⑦2024年7月

花本　亮太L
①安藤　均L
②5R-1Z
　川崎リバティLC
③1977年1月17日
④旭化成ホームズ（株）
⑥マリンスポーツ
⑦2024年7月

高橋　　靖L
①水野典之L
②8R-3Z
　相模原シティLC
③1963年11月5日
④（株）ホンダカーズ
神奈川西
⑤取締役 中古車部長
⑥旅行
⑦2023年11月

髙木　　立L
①新垣鉄夫L・矢嶋義巳L
②6R-1Z
　小田原松風LC
③1975年1月30日
④（社）髙木歯科
⑤理事
⑥DJ
⑦2024年7月

及川　暢子L
①齋藤　隆L
②5R-1Z
　川崎リバティLC
③9月12日
⑥ゴルフ
⑦2024年7月

斉藤　拓哉L
①尾谷憲一L
②6R-2Z
　秦野あづまLC
③1978年11月8日
④斉藤拓哉税理士事務所
⑤代表
⑥マンガ・ゲーム
⑦2024年2月

村山　未英L
①堀内伸一L
②8R-3Z
　相模原シティLC
③6月24日
④第一生命保険（株）町田
支店 相模原営業オフィス
⑤チーフエキスパー
トデザイナー
⑦2023年11月

小林　　剛L
①伊藤法義L
②1R-1Z
　横浜中LC
③1957年10月1日
④東京海上日動パー
トナーズ
⑤店主
⑥ゴルフ・音楽鑑賞
⑦2024年3月

迫　　貴子L
①山川真由美L
②5R-1Z
　川崎リバティLC
③4月3日
④（株）四拾八男
⑤取締役
⑥映画鑑賞・スポーツ
⑦2024年7月

井澤　奈緒L
①山川真由美L
②5R-1Z
　川崎リバティLC
③7月20日
④Iuno
⑥ゴルフ
⑦2024年5月

宮川ほづみL
①戸田京子L
②10R-2Z 甲府南LC
③11月28日
④（株）ライフプラザパート
ナーズ 甲府FA 営業部
⑤スペシャルファイナン
シャルアドバイザー
⑥運動・バドミントン
⑦2023年12月

河西　　真L
①礒部達也L
②10R-2Z
　甲府中央LC
③1983年2月28日
④CremLandAgent
⑤代表取締役
⑥ゴルフ・登山
⑦2024年6月

中村　克成L
①関野豊二郎L
②6R-2Z
　秦野あづまLC
③1993年2月4日
④（株）タンザワ
⑤取締役
⑥ドラム・読書・居酒
屋巡り
⑦2024年4月

竹内　　淳L
①大嵩　俊L
②9R-1Z
　横須賀中央LC
③1971年7月2日
④日本水産観光（株）
⑤統括マネージャー
⑥野球
⑦2024年7月

郝　　　軍L
①伊藤法義L
②1R-1Z
　横浜中LC
③1986年1月4日
④（株）シンユライト
ジャパン
⑤代表取締役
⑦2024年4月

中込　宏幸L
①保坂孝夫L
②10R-3Z
　韮崎LC
③1975年11月16日
④（株）喜月堂セレオ
⑤取締役
⑥ウォーキング・ドライ
ブ・田舎暮らし・読書
⑦2024年7月

大木　富男L
①菊原俊也L・小松正浩L
②6R-1Z
　小田原松風LC
③1964年7月13日
④（有）大木エンジニア
リング
⑤代表取締役
⑥ゴルフ・釣り・車・バイク
⑦2024年7月

迫　　稔雄L
①山川真由美L
②5R-1Z
　川崎リバティLC
③1973年12月7日
④（株）四拾八男
⑤代表取締役
⑥運動・ゲーム
⑦2024年7月

加々見恵子L
①桑原良訓L
②11R-2Z
　富士吉田中央LC
③5月5日
④アクサ生命
⑥ガーデニング
⑦2024年4月

①スポンサー名  ②クラブ名  ③生年月日  ④勤務先  ⑤役職  ⑥趣味  ⑦入会年月New member新 入 会 員 ご 紹 介

萩原　　彩L
①近藤史子L
②8R-3Z
　相模原シティLC
③8月9日
④合同会社  あまあい
⑤代表社員
⑥食品お取り寄せ・
　芸術鑑賞全般
⑦2024年4月
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Step Forward支援金を活用して
ちょっと素敵なアクティビティ！

14

株
http : / / ta ihe isyo j i . jp

　6月6日（木）茅ヶ崎オーシャンLC
では、障がい者スポーツへの理解と
支援のため、ブラインドサッカー日
本代表主将・川村 怜選手をお迎えし、
講演およびデモンストレーションを
していただきました。
　今回は講演会および体験会という
かたちで、川村選手を通じてブライ
ンドサッカーというものを理解する
ことができ、障がいのある方のスポ
ーツというものを身近に感じること
ができたと思っております。
　川村選手の講演では、ダイバーシ
ティ（多様性）の考えや視覚障がい者

会でした。
　参加者の方にも非常に喜んでいた
だき、今後の支援に広がっていく1
つのきっかけになったと思います。
　今回は講演会および体験会という
ことで新しいやりかたでのイベント
でしたが、これをスタンダードに、
今後も支援の拡大と手厚いサポート
ができるように奉仕を続けていきた
いと思います。
　8R-2Z　茅ヶ崎オーシャンLC

L山﨑　直哉

の立場からパラスポーツについて理
解することができました。川村選手
は後天的に目が見えなくなっていっ
たのですが、視力を失ってから今の
日本代表までに上りつめる過程をお
伺いし、凄まじい努力があって今の
かたちを成し得ているものであると
実感しました。
　また、実際に体験を行うことがで
きたため、ただ聞いているだけでは
なく、ブラインドサッカーという競
技を肌で感じることができたよい機

ブラインドサッカー
日本代表主将

川
か わ

村
む ら

怜
りょう

選手の
講演会を開催
茅ヶ崎オーシャン
ライオンズクラブ
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献血協力者に「新ジャガイモ」をプレゼント献血協力者に「新ジャガイモ」をプレゼント

中学3年生対象に中学3年生対象に「薬物乱用防止教室」を開催「薬物乱用防止教室」を開催

　6月16日（日）、横浜泉LC（鈴野
茂男会長）では、地下鉄立場駅前およ
びイトーヨーカドー立場店前広場に
おいて、献血車3台で日本赤十字社
の献血運動に協力しました。
　今回も献血していただいた方々に、
メンバー3名が自らの畑で栽培した
「新ジャガイモ」6～7個を袋詰めに
して提供しました。新ジャガイモの
プレゼントに皆様うれしいと大変喜
んでいました。
　ジャガイモの提供は約10年前から
続いており、わがクラブの恒例とな

　伊豆大島LCでは、5月2日（木）に
LCメンバー3名、大島警察署防犯係
2名で、大島町立第一中学校第3学年
の生徒を対象に「薬物乱用防止教室」
を開催しました。
　重末祐介校長先生のご挨拶で始ま
り、続いて橋本慎一郎会長からライ
オンズクラブの概要と活動内容の説
明をしました。
　薬物乱用防止DVDの視聴で授業が
スタートし、次に大石誠一Lが講師を
務め、「麻薬や覚醒剤、大麻は、法で
その使用自体が規制されていて、そ
の使用は薬物乱用となること。 20
歳未満の飲酒や喫煙は法に反するこ
とから薬物乱用であること。医薬品
も、睡眠薬を遊びのために使うこと
は、目的の逸脱であり、 薬物乱用で
あること。早く治りたいからや、効

っており、今後も続けていこうとメ
ンバー一同、心に誓いました。
　なお、献血の結果は、受付数230

きがよくないという自己判断で用法、
用量に関して、医師、薬剤師や医薬
品の説明文書の指示に従わないこと
も、薬物乱用であること。薬物乱用
とは、回数の問題ではなく、1回だけ
でも乱用であること」などの講話をし
ました。
　大島警察署防犯係では、パワーポ
イントによる薬物の危険性や誘惑か

名で79,400㎖でした。
　3R-4Z　横浜泉LC

第2副会長　L石井喜代志

らの回避方法を分かりやすく解説し
ていました。
　次に薬物サンプルや写真を見学し、
その後質疑応答の時間となり、多く
の質問や活発な意見が寄せられまし
た。今回の教室で薬物乱用の怖さを
深く周知できたと思います。
　6R-1Z　伊豆大島LC

幹事　L佐藤　勝人

横浜泉ライオンズクラブ

伊豆大島ライオンズクラブ

18



鶴見の初夏の風物詩「ほおずき市」を開催鶴見の初夏の風物詩「ほおずき市」を開催

クラブ創設時より継続しています！クラブ創設時より継続しています！

　7月13日（土）鶴見神社において、
横浜鶴見西LC主催による「第18回
チャリティーほおずき市」が開催され
た。天候が心配された中、予想に反
して梅雨の晴れ間が広がり、メンバ

　8月5日（月）10時～15時に街頭
献血協力をイトーヨーカドー茅ヶ崎
店の前などで行った。クラブ創設の
昭和49年から続く継続事業で51年
目の今年度、第1回目で通算258回

ーも汗を拭いながらの開催となった。
　前日までの物品の搬入や買い出し
に続き、当日は朝早くからテントや
各ブースの設営など、メンバー総出
で頑張ったおかげかと思う。

目の開催になった。今年度は8月、
10月、2月、4月、6月と合計5回の
予定で協力する。
　駅前の街頭献血以外にも茅ヶ崎野
球協会と連携して少年野球大会開催

　クラブではメインの「ほおずき籠」
をはじめ、バザーや焼き鳥、おそば、
フランクフルト、飲み物などの販売
を行った。
　他にも鶴見神社氏子青年会や地域
作業所なども出店し、家族連れでの
来客も多くみられ、タウンニュース
やYOUテレビなども取材に訪れ、賑
やかな催しとなった。
　コロナ禍による中断はあったもの
の、今回で18回を迎えたチャリティ
ーほおずき市は、「鶴見の初夏の風物
詩」としてすっかり定着した感があ
る。
　地元と協働するライオンズを目指
し、クラブのアクティビティとして
今後も続けていきたいと思っている。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L田中　準二

場所に献血バスを呼び、監督、コーチ、
保護者にお願いしたこともあった。
その際は予想以上に希望者が来られ、
バスをもう1台呼べば良かったので
はないかとなるほどだった。
　午前中は炎天下の中、日陰を使って
の活動だった。午後は雲も出てきた
が暑さ対策で水分補給は欠かさず休
憩を随時挟んで活動した。今回は41
名の方の貴重な血液を15,400mlい
ただくことができた。
　前年度、献血活動で赤十字より表
彰を受けた際に「県内での献血が使
用する血液製剤をまかないきれてい
ない」との話を聞いて、今後も継続事
業として、より一層の献血を推進し
ていきたいと思う。
　取材･撮影：地区ニュース　副委員長

L野田　　覚

横浜鶴見西ライオンズクラブ

茅ヶ崎グリーンライオンズクラブ
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毎年恒例の早朝清掃例会を開催毎年恒例の早朝清掃例会を開催

　寒川LCでは8月4日（日）6時～
10時に、毎年恒例の早朝清掃例会を
開催した。以前は座禅例会などもあ
ったが、現在は毎月第1日曜日の県
道・町道沿いの花壇の除草を兼ねて
の清掃例会となっている。
　6時に寒川神社駐車場に集合して
ラジオ体操をした後、周辺の清掃活
動に向かう。今年は寒川神社の隣の
宮山神社の境内と周辺の清掃活動で
あった。8月とはいえ朝6時の神社の
境内は気温もそれほど高くなく、静
かで心が洗われる気がした。

　その後、全員で寒川神社に参拝し
て神社の従業員食堂をお借りして第
1例会を開催した後で朝食を取った。
一仕事終えた後の朝食は大変おいし
かった。
　当日は山田博之8R-2ZCと野田 覚
ZSが例会訪問として参加した。
　8時からの県道・町道沿いの花壇
の除草には木村俊雄寒川町長、山本 
哲県会議員をはじめ地元の協力団体
の方々、入会希望者など多数の方が
参加され、除草作業を行った。
　平成17年から始めた、来年で20

年になる「花のまち」寒川を目指した
アクティビティである。
　約2時間の作業は熱中症対策とし
て随時休憩を取り、麦茶で水分・ミ
ネラル補給にも十分気を使って行わ
れた。11月にはパンジー3,150本に
植え替える予定だそうだ。
　毎年8月の第1例会は寒川神社の
清掃、県道・町道沿いの花壇の除草活
動をする寒川LCらしい例会である。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L野田　　覚

寒川ライオンズクラブ

20



みんなで育てたブルーベリー、大収穫祭みんなで育てたブルーベリー、大収穫祭
　8月3日(土)10時より、寒川町宮
山にあります藤沢湘南LCブルーベリ
ー農園におきまして、すみれ会（藤沢
市母子寡婦福祉会）15名・藤沢市内2
団体の子ども食堂ボランティアスタッ
フとそのご家族30名・文京学院大学
の学生と教職員8名・日本大学馬術部
（藤沢市高倉のクラブ農園に馬糞を無
償提供）の学生4名とクラブメンバー
合わせて総勢80名で実施しました。
　今期、クラブ会長になって初めて
のアクティビティは、事故もなく無
事に終了しました。
　2012年春に寒川町宮山の農園に
ブルーベリーの苗木を植えてから12
年。100本ほどの苗木も順調に成長
して、大勢の参加者の皆様に楽しく
収穫してもらえるまでになりました。

　来年2月にはメンバー一同で2度
目の剪定と防鳥ネットの張替作業を
予定しています。終了後にはBBQで
疲れを癒したいと思います。
　年々、暑さが厳しくなってきてい

るように感じられますが、夏の風物
詩となってきたことをうれしく思い
ます。
　8R-1Z　藤沢湘南LC

会長　L丸岡　尚子

藤沢湘南ライオンズクラブ
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ウクライナ友好協会北杜市を訪れるウクライナ友好協会北杜市を訪れる

　8月6日（火）約70名のウク
ライナから日本に避難している
皆さんが、北杜市明野町で開催
されている「サンフラワーフェ
ス2024」を訪れました。　
　そのきっかけとなったのが、
330-A地区の皆さんがアクテ
ィビティとして桜のシーズンに
NPO法人日本ウクライナ友好
協会KRAIANY（クラヤヌィ）
の皆さんと行っていたお花見会
で、「ヒマワリ」がウクライナの
国花であり、サンフラワーフェ
スの実行委員会が去年、収益の
一部を寄付したつながりで、今
年は330-A地区の皆さんの支
援を受けながら、北杜LCも協
力して北杜市への訪問が実現し
ました。日本ウクライナ友好協
会のメンバーの中には、ロシア
軍の侵攻で避難民となった方や
日本で療養している2人の元兵士も
おられました。
　サンフラワーフェス会場にバス2
台の友好協会の皆さんが到着すると、
北杜市の上村英司市長と職員、北杜
LCのメンバーで小旗を振ってお迎え
しました。
●歓迎会
　サンフラワーフェスの実行委員長
や上村市長の挨拶の後、北杜LCの長
田誠治第1副会長は「ようこそ北杜
市においでくださいました。心より

歓迎いたします。北杜市は日照時間
が日本一長く、また南アルプスの水
はおいしくて有名です。さらに、こ
の公園の近くに平和に貢献している
「ピースフィールド」があり、地雷除
去の訓練場となっています。1日も早
く戦争が終結し、私たちがウクライ
ナの復興の力となれる日が訪れるこ
とを切に願っております」と挨拶しま
した。
●北杜LC　前330複合地区役員
　日向　勝Lの挨拶

　「本日は70名のウクライナ
の皆さんがおいでくださいまし
た。ここには、40万本のヒマ
ワリが咲いておりますので楽し
んでください。そして、ウクラ
イナが早く幸せになるようにお
祈りしております」
●記念品贈呈
　平和への願いを込めて、ヒマ
ワリの苗木を全員に贈呈。
●NPO法人日本ウクライナ
　友好協会KRAIANY
　イェブトゥシュクイーゴル
　副理事長の挨拶
　「本日はお招きいただきあり
がとうございます。この近くに
地雷除去の機材がおいてあると
伺いました。ウクライナの大き
な課題に北杜市が関わっている
ことを初めてお聞きし、私たち
ウクライナ人は心より感謝し

ております。ウクライナ人にとって、
ヒマワリは象徴的な花です。2014年
ロシア軍が侵攻してきたときに、東
部の町のヒマワリ畑で一番大きな損
害が出ました。ウクライナ人にとっ
て、ヒマワリは追悼の花です。戦争
を経験している今、この花畑が見ら
れることは、いろいろなところで深
い意味があります。本日は盛大な歓
迎をしていただき、ありがとうござ
いました」と挨拶されました。
　10R-3Z　北杜LC　L長坂　　正

北杜ライオンズクラブ
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甲府若葉LC甲府若葉LC

小　尾　　　武小　尾　　　武
〒245-0006　神奈川県横浜市泉区西が岡1-31-20
TEL.045-814-5043　FAX.045-814-5047

E-mail. komatu5043@gmail.com

携帯 . 090-4626-0917

代　表　小　松　和　芳
（横浜戸塚中央 LC）

小松表具店小松表具店小松表具店

吉本会計事務所吉本会計事務所吉本会計事務所
「おかげさまで 創業49年」「おかげさまで 創業49年」「おかげさまで 創業49年」

所長・税理士　吉 本　晴 夫
（藤沢中央ライオンズクラブ所属）

〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401
TEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jpTEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jp
〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401
TEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jp
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　〒231-0038　横浜市中区山吹町1-7
　パークノヴァ伊勢佐木長者町201
　TEL.045-334-8670
　FAX.045-334-8673

4R　會田　勝規（川崎東LC）
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　今期、地区ニュース委員会の副委員長
を拝命いたしましたが、自身としては2
回目の、そして久しぶりの地区ニュース
委員会となります。
　一度経験しているとはいえ忘れている
部分もあり、委員会のメンバーにご迷惑
をかけないように頑張っていく所存であ
ります。
　ニュースといえば取材、記事、写真、
編集が基本となりますが、併せて内容の
正確さと掲載する時期も重要です。
　ニュースは生ものですから、遅れてし
まうとその価値も下がってしまいます。
タイムリーであることが大切ですが、掲
載の枚数にも限りがあるため悩ましいと
ころでもあります。
　さて今期の倉田雅史地区ガバナーのガ

バナーテーマは『取り戻そうライオンズ
の魅力！残そう未来へ足跡を！』ですが、
これは各クラブが魅力ある奉仕活動を行
い、次世代のメンバーを増やしていこう
という倉田ガバナーの会員増強に対する
強い決意表明であると思っております。
　そして、「奉仕の原点はクラブであり、
すべての行動の合言葉をクラブが主役で
『We Serve』とし、クラブが自主的に活
発な奉仕活動を行えるようなキャビネッ
ト運営をしていきたい」とおっしゃって
おります。
　私たち地区ニュース委員会も、倉田ガ
バナーの活動や地区各クラブの奉仕の内
容などを、スマイル誌を通じて皆様にお
届けすることで、その一助となればとい
う思いで頑張ってまいります。

地区ニュース委員会
副委員長

L田　中　準　二
（3R-2Z　横浜鶴見西LC）

編 集 後 記

スマイル誌7月号4ページのキャプションに下記の通り誤りがございました。お詫びして訂正いたします。
（誤）モントリオール　　（正）メルボルン　　　　　　地区ニュース委員会　アドバイザー　L中井　弘明

謹んで哀悼の意を表しご冥福をお祈り申し上げます物故ライオン

田﨑　武則L
横浜たちばなLC
R6.3.31（71才）

功刀　光齊L
韮崎LC

R6.3.23（81才）

内田　助夫L
横浜たちばなLC
R6.7.2（84才）

村上　京子L
秦野LC

R6.3.29（76才）

丸茂　玄英L
南アルプスLC
R6.4.29（86才）

深沢　洋三L
甲府シティLC
R6.4.17（73才）
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充実した士業サポート体制。不動産に関する全てをワンストップでお任せいただける不動産会社です。


